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県
放
射
線
健
康
リ
ス
ク
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

長
崎
大
大
学
院
教
授
（
放
射
線
医
療
科
学
専
攻
）

高
村

昇
さ
ん

回答者

莱

食物や飲み物を摂取制限
甲状腺がん増考えにくい
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チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

の
発
生
後
に
は
大
量
の
放
射
性

物
質
が
広
範
囲
に
放
出
さ
れ
ま

し
た
。
放
射
性
物
質
は
、
主
に

放
射
性
ヨ
ウ
素
や
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
特
に
放

射
性
ヨ
ウ
素
は
体
内
に
入
る

と
、
甲
状
腺
に
集
ま
り
や
す
い

性
質
が
あ
り
ま
す
。
甲
状
腺
は

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
を
分
泌
す
る
臓
器
で
、
甲

状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
ヨ
ウ
素
か
ら

合
成
さ
れ
る
た
め
で
す
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

で
は
、
甲
状
腺
の
中
に
入
っ
た

放
射
性
ヨ
ウ
素
か
ら
放
射
線

（
ベ
ー
タ
線
や
ガ
ン
マ
線
）
が

出
る
こ
と
で
甲
状
腺
が
被
ば
く

し
ま
し
た
。
こ
の
内
部
被
ば
く

に
よ
っ
て
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
周
辺
の
住
民
間
で
甲
状
腺
が

ん
が
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

原
発
事
故
後
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
で
は
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ

っ
て
汚
染
さ
れ
た
食
物
や
飲
み

物

特
に
牛
乳

に
対
し
摂
取
制

限
や
流
通
制
限
を
し
な
か
っ
た

た
め
、
こ
れ
ら
を
多
量
に
食
べ

た
り
飲
ん
だ
り
し
た
周
辺
住
民

の
内
部
被
ば
く
を
引
き
起
こ
し

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
の
発
生
直
後
、
日
本
で

は
放
射
性
ヨ
ウ
素
や
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
に
対
し
て
「
暫
定
基
準

値
」
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ
の

基
準
を
上
回
る
食
品
や
、
水
に

対
し
て
出
荷
制
限
、
摂
取
制
限

を
か
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の

経
験
を
踏
ま
え
、
汚
染
し
た
食

事
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
る
内

部
被
ば
く
を
で
き
る
だ
け
低
く

抑
え
る
目
的
の
措
置
で
す
。
こ

の
た
め
、
県
内
で
は
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
と
違
っ
て
、
甲
状
腺
が

ん
の
増
加
は
考
え
に
く
い
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
の
発
生

後
、
原
発
の
周
辺
住

民
の
間
で
甲
状
腺
が

ん
の
発
生
が
増
え
た

と
い
う
話
を
聞
き
ま

す
。
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
事
故
で

も
、
甲
状
腺
が
ん
を

引
き
起
こ
す
放
射
性

ヨ
ウ
素
が
飛
び
散
っ

た
そ
う
で
す
が
、
大

丈
夫
で
す
か
。

子
育
て

歳
で
初
め
て
体
験

▶前編４◀

親
を
亡
く
し
た
子
の
引
き

取
り
手
の
多
く
は
親
族
だ
っ

た
。
中
に
は
子
育
て
の
経
験

が
な
い
人
も
い
る
。
初
め
て

〝
母
親
〞
に
な
っ
た
宮
城
県

石
巻
市
の
日
野
玲
子
さ
ん

五
二
。
震
災
は
子
ど
も
だ
け

で
な
く
、
周
り
の
大
人
の
人

生
も
大
き
く
変
え
た
。

二
〇
一
〇
年
に
離
婚
し
た

後
、
仙
台
市
の
ア
パ
ー
ト
で

暮
ら
し
て
い
た
玲
子
さ
ん
は

妹
夫
婦
の
長
男
、
辺
見
佳
祐

君
八
っ
を
育
て
る
た
め
、
妹

夫
婦
が
営
ん
で
い
た
石
巻
市

の
自
動
車
工
場
兼
住
宅
に
移

り
住
ん
だ
。

「
夫
と
別
れ
、
こ
れ
か
ら

は
何
で
も
一
人
で
や
っ
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
た
」
。
そ

の
自
分
が
、
五
十
代
で
子
育

て
を
す
る
こ
と
に
な
る
と
は

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

＊

＊

＊

学
校
が
終
わ
っ
て
児
童
ク

ラ
ブ
へ
向
か
う
途
中
で
被
災

し
た
佳
祐
君
は
、
姉
佳
奈
さ

ん

当
時
一
〇

の
友
達
の

で
一
晩
を
過
ご
し
、
避
難

所
に
移
っ
た
。
親
戚
が
迎
え

に
来
た
の
は
数
日
後
。
佳
祐

君
は
父
方
の
祖
父
宅
に
預
け

ら
れ
た
。

両
親
や
姉
が
犠
牲
に
な
っ

た
こ
と
は
、
佳
祐
君
に
は
知

ら
さ
れ
な
か
っ
た
。
祖
父
宅

に
は
険
し
い
顔
を
し
た
大
人

が
出
入
り
し
慌
た
だ
し
い
。

遊
び
相
手
に
な
れ
る
同
じ
年

頃
の
子
は
い
な
か
っ
た
。

「
パ
パ
と
マ
マ
に
会
い
た

い
よ
」
。
そ
う
言
っ
て
泣
き

続
け
た
佳
祐
君
。
仙
台
か

ら
駆
け
つ
け
た
玲
子
さ
ん

が
い
っ
た
ん
預
か
ろ
う
と

思
い
「
一
緒
に
来
る
？
」
と

聞
く
と
、
黙
っ
て
う
な
ず
い

た
。「

な
ん
だ
か
独
り
ぼ
っ
ち

で
、
ぽ
つ
ん
と
寂
し
そ
う
に

見
え
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ

ね
」
。
翌
日
夜
。
玲
子
さ
ん

は
仙
台
の
ア
パ
ー
ト
に
戻
る

と
、
佳
祐
君
が
好
き
な
テ
レ

ビ
番
組
を
見
せ
、
一
緒
に
お

風
呂
に
入
っ
た
。
ひ
と
息
つ

い
て
、
切
り
出
し
た
。

「
佳
ち
ゃ
ん
、
パ
パ
と
マ

マ
、
み
ん
な
津
波
で
死
ん
じ

ゃ
っ
た
の
」

は
っ
き
り
と
は
言
わ
れ
な

く
て
も
、
子
ど
も
な
り
に
察

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
佳

祐
君
は
こ
う
答
え
た
。
「
分

か
っ
た
。
僕
、
も
う
聞
か
な

い
か
ら
」
。
そ
れ
以
降
、
涙

を
見
せ
て
い
な
い
。

＊

＊

＊

私
し
か
い
な
い
だ
ろ
う

な
。
妹
の
代
わ
り
に
、
こ
の

子
の
母
親
に
な
れ
る
の
は
。

玲
子
さ
ん
は
そ
う
感
じ
て

い
た
。
妹
夫
婦
は
佳
祐
君
を

連
れ
て
仙
台
に
何
度
も
遊
び

に
来
て
い
た
。
玲
子
さ
ん
も

工
場
の
手
伝
い
の
た
め
、
よ

く
石
巻
を
訪
れ
、
佳
祐
君
も

「
玲
子
お
ば
ち
ゃ
ん
」
と
呼

ん
で
懐
い
て
い
た
。

震
災
直
後
、
数
日
お
き
に

祖
父
宅
と
玲
子
さ
ん
宅
を
行

き
来
し
て
過
ご
し
て
い
た
佳

祐
君
は
「
お
う
ち
に
帰
り
た

い
」
と
口
に
し
た
。

今
後
、
誰
が
育
て
て
い
く

の
か
。
四
十
九
日
の
と
き
、

親
族
が
集
ま
っ
て
話
し
合
っ

た
。
玲
子
さ
ん
が
石
巻
に
戻

っ
て
育
て
る
の
が
一
番
い
い

と
の
結
論
に
な
っ
た
。

「
佳
祐
の
気
持
ち
を
考
え

れ
ば
、
ほ
か
に
選
択
は
な
か

っ
た
。
私
が
一
緒
に
い
て
や

ら
な
い
と
い
け
な
い
か
な

と
。
決
断
と
か
決
意
で
は
な

く
、
必
然
と
い
う
か
、
そ
ん

な
感
じ
で
し
た
」

（
共
同

桑
折
敬
介
）
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７日の県内 地点の環境放射線量測定値

※測定場所は県北保健福祉事務所、二本松市役所、郡山合
同庁舎、県南合同庁舎、会津若松合同庁舎、南会津合同
庁舎、南相馬合同庁舎、いわき合同庁舎、田村市役所、
飯舘村役場、川俣町山木屋駐在所。川俣町役場と小国ふ
れあいセンターは午前と午後に２回計測。平常値の「―」
は定点観測していないため出ない。

測定
時刻

平常
値 004 ― 004～

006
004～
005

004～
005

002～
004005

005～
006 ― ― ―

1：00

4：00

7：00

10：00

13：00

16：00

19：00

福島市二本松市 郡山市白河市会 津
若松市

南会津
町

南相馬
市

いわき
市 平

田村市
船引町飯舘村

川俣町
山木屋
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川俣町役場
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莩
伊達市小国
ふれあいセ
ンター
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（単位は㍃ ／時間）

8：59 10：38

14：46 13：47

064

064

126

142

079 065 077 037 010 007 039 019 ― 191 116

080 064 077 037 009 008 040 019 ― 181 114

079 065 077 036 010 008 040 019 ― 190 114

080 066 068 038 010 007 040 019 013 194 115

082 065 070 036 011 007 040 020 013 192 117

083 065 066 037 010 007 041 020 012 187 117

081 ― 073 037 011 008 041 019 013 ― ―

◆
７
日
の
県
内
各
地
の
環
境

放
射
線
量
測
定
結
果
（
複
数
回

計
測
し
た
地
点
は
最
も
高
い

値
）◇

県
調
査
▽
県
北
‖
福
島
市
役
所

（
１
・

）
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
果
樹

研
究
所
（
０
・

）
福
島
西
Ｉ
Ｃ
（
０

・

）
ふ
く
し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

（
０
・

）
紅
葉
山
公
園
（
０
・

）

二
本
松
市
東
和
支
所
（
０
・

）
同
田

沢
集
会
場
（
０
・

）
伊
達
市
下
小
国

中
央
集
会
場
（
１
・

）
同
霊
山
パ
ー

キ
ン
グ
（
１
・

）
同
月
舘
相
葭
公
民

館
（
１
・

）
本
宮
市
役
所
（
０
・

）

同
白
沢
総
合
支
所
（
０
・

）
同
旧
白

沢
総
合
支
所
（
０
・

）
福
島
北
署
桑

折
分
庁
舎
（
０
・

）
国
見
町
役
場
（
０

・

）
大
玉
村
役
場
（
０
・

）

▽
県
中
‖
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（
０
・

）
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し

ま
（
０
・

）
田
母
神
小
（
０
・

）

郡
山
市
逢
瀬
行
政
セ
ン
タ
ー
（
０
・

）

須
賀
川
市
役
所
長
沼
支
所
（
０
・

）

同
岩
瀬
支
所
（
０
・

）
三
春
町
役
場

（
０
・

）
小
野
町
役
場
（
０
・

）

鏡
石
町
役
場
（
０
・

）
天
栄
村
役
場

（
０
・

）
石
川
町
役
場
（
０
・

）

玉
川
村
役
場
（
０
・

）
福
島
空
港
（
０

・

）
浅
川
町
役
場
（
０
・

）
平
田

村
役
場
（
０
・

）
古
殿
町
役
場
（
０

・

）
▽
県
南
‖
白
河
市
表
郷
庁
舎

０
・

同
大
信
庁
舎

０
・

同
東
庁
舎

０
・

矢
吹
町
役
場

０
・

西
郷
村

役
場

０
・

泉
崎
村
役
場

０
・

中

島
村
役
場

０
・

棚
倉
町
役
場

０
・

塙
町
役
場

０
・

矢
祭
町
役
場

０
・

川
村
役
場

０
・

▽
会
津
‖
喜
多
方
市
役
所
（
０
・

）

北
塩
原
村
役
場
（
０
・

）
西
会
津
・

野
沢
小
（
０
・

）
磐
梯
町
役
場
（
０

・

）
猪
苗
代
町
役
場
（
０
・

）
会

津
坂
下
町
役
場
（
０
・

）
湯
川
村
公

民
館
（
０
・

）
柳
津
町
役
場
（
０
・

）
三
島
町
役
場
（
０
・

）
金
山
町

役
場
（
０
・

）
昭
和
村
役
場
（
０
・

）
会
津
美
里
町
役
場
高
田
支
所
（
０

・

）
▽
南
会
津
‖
南
会
津
町
役
場
南
郷
総

合
支
所
（
０
・

）
同
伊
南
総
合
支
所

（
０
・

）
同
舘
岩
総
合
支
所
（
０
・

）
下
郷
町
役
場
（
０
・

）
只
見
町

役
場
（
０
・

）
檜
枝
岐
村
役
場
（
０

・

）
▽
相
双
‖
相
馬
市
役
所

０
・

同

玉
野
出
張
所

０
・

相
馬
市
山
上
公

民
館

０
・

相
馬
港
２
号
埠
頭

ふ
と

う

０
・

南
相
馬
市
鹿
島
区
役
所

０
・

同
鹿
島
区
橲
原
公
民
館

１
・

同
横
川
ダ
ム

１
・

新
地
町
役
場

０
・

浪
江
町
津
島
活
性
化
セ
ン
タ

ー

４
・

飯
舘
村
長
泥
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

７
・

▽
い
わ
き
‖
い
わ
き
市
三
和
支
所

（
０
・

）
同
小
川
支
所
（
０
・

）

同
勿
来
支
所
（
０
・

）
同
田
人
支
所

（
０
・

）
同
小
名
浜
支
所
（
０
・

）

小
名
浜
藤
原
埠
頭
（
０
・

）
い
わ
き

市
四
倉
支
所
（
０
・

）
Ｊ
Ｒ
久
ノ
浜

駅
（
０
・

）
い
わ
き
市
末
続
集
会
所

（
０
・

）
同
中
央
台
南
小
（
０
・

）

同
川
前
支
所
（
０
・

）

▽
福
島
第
一
原
発
周
辺
地
域
‖
広
野

町
・
二
ツ
沼
総
合
公
園
（
０
・

）
楢

葉
町
・
旧
楢
葉
消
防
分
署
（
０
・

）

同
・
繁
岡
地
区
集
会
所
（
１
・

）
同

・
中
平
集
会
所
そ
ば
（
１
・

）
富
岡

町
・
滝
の
沢
（
２
・

）
同
・
Ｊ
Ａ
ふ

た
ば
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
（
２
・

）

同
・
旧
富
岡
町
役
場
（
４
・

）
同
・

リ
フ
レ
富
岡
駐
車
場
（
４
・

）
大
熊

町
・
原
子
力
セ
ン
タ
ー
（
６
・

）
双

葉
町
・
山
田
多
目
的
集
会
場
付
近
（

・

）
同
・
双
葉
体
育
館
（
５
・

）

同
・
郡
山
公
民
館
（
１
・

）
浪
江
町

・
中
央
公
園
（
１
・

）
同
・
幾
世
橋

小
（
０
・

）

◇
文
部
科
学
省
調
査
‖
あ
づ
ま
総
合

運
動
公
園
（
０
・

）
伊
達
市
役
所
保

原
本
庁
舎
（
０
・

）
石
神
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
０
・

）
須
賀
川
市
役
所

（
０
・

）
白
河
市
総
合
運
動
公
園
（
０

・

）
会
津
若
松
市
役
所
（
０
・

）

び
わ
の
か
げ
運
動
公
園
（
０
・

）
ス

ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ
う
ま
（
０
・

）

郡
山
市
役
所
（
０
・

）
広
野
町
役
場

（
０
・

）
川
内
村
役
場
（
０
・

）

葛
尾
村
柏
原
地
区
（
６
・

）
田
村
市

常
葉
行
政
局
（
０
・

）
い
わ
き
の
里

鬼
ケ
城
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
０
・

）

い
わ
き
市
海
竜
の
里
セ
ン
タ
ー
（
０
・

）
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
東
風
荘
」
（
５

・

）
石
熊
公
民
館
（

・

）
浪
江

ひ
ま
わ
り
荘
（
３
・

）

携
帯
各
社
が
サ
ー
ビ
ス
連
携

県内死者・行方不明者
莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪 莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

死者 行 方
不明者

合 計1925人 217人
福 島 市 ３人 ―
郡 山 市 １人 ―
須賀川市 10人 １人
田 村 市 １人 ―

三 春 町 １人 ―
白 河 市 12人 ―
西 郷 村 ３人 ―
会津若松市 １人 ―
相 馬 市 457人 ２人
南相馬市 636人 10人
広 野 町 ２人 １人
楢 葉 町 25人 ―
富 岡 町 69人 ４人
大 熊 町 40人 １人
双 葉 町 53人 １人
浪 江 町 178人 ６人
葛 尾 村 ７人 ―
新 地 町 114人 ―
飯 舘 村 １人 ―
いわき市 310人 38人

※
人
数
は
７
日
午
後
５
時
現
在

合
計
は
死
者
が
県

行
方
不
明
者
が
県
警
の
発
表
。
死
者

は

行
方
不
明
者
で
死
亡
届
が
出
さ
れ
た
人

県
内
に
居
住
し
県
外
で
被
災
し
た
死
者
を
含

む

市
町
村
別
は
県
の
発
表

行
方
不
明
者
の
合
計
と
市
町
村
別
の
人
数
は
一
致
し
な
い
。

蓀蓀蓀蒿
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂蓄 蓀蓀蓀

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

蓁

石 川 町 １人 ―
莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

県
内
震
災
死
者

人

東
日
本
大
震
災
の
県
内

の
死
者
は
七
日
午
後
五
時

現
在
で
千
九
百
二
十
五

人
、
行
方
不
明
者
は
二
百

十
七
人
と
な
っ
て
い
る
。

住
宅
の
被
害
は
二
十
二
万

五
千
二
百
十
三
棟
。

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

【
原
子
力
損
害
賠
償
等
に
関
す

る
相
談
・
説
明
】

▼
県
‖
原
子
力
損
害
賠
償
制

度
の
概
要
、
原
子
力
損
害
賠
償

紛
争
審
査
会
の
指
針
、
賠
償
に

関
す
る
手
続
き
な
ど
の
相
談
に

応
じ
る
。
土
、
日
曜
、
祝
日
を

含
む
午
前
８
時
半
〜
午
後
９

時
。
毎
週
水
、
金
曜
午
後
１
〜

５
時
は
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相

談
も
行
う
。
☎
０
２
４
（
５
２

３
）
１
５
０
１

【
放
射
線
に
関
す
る
相
談
・
問

い
合
わ
せ
窓
口
】

▼
政
府
原
子
力
災
害
現
地
対

策
本
部
‖
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
１
２
０
）
９
８
８
３
５
９

（
午
前
８
時
〜
午
後

時
）

▼
健
康
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
放
射
線
に
関
す
る
健
康
相
談
）

‖
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
原
子
力
緊
急
時
支
援
・
研

修
セ
ン
タ
ー
な
ど
。
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
（
０
１
２
０
）
７
５
５

１
９
９
（
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
）▼

被
ば
く
医
療
健
康
相
談
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
（
放
射
線
に
関
す

る
一
般
健
康
相
談
）
‖
放
射
線

医
学
総
合
研
究
所
☎
０
４
３

（
２
９
０
）
４
０
０
３
（
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

▼
緊
急
被
ば
く
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
実
施
施
設
‖
平
日
午
前

時
〜
午
後
５
時
▽
福
島
‖
県
北

保
健
福
祉
事
務
所
▽
郡
山
‖
市

保
健
所
▽
須
賀
川
‖
県
中
保
健

福
祉
事
務
所
▽
白
河
‖
県
南
保

健
福
祉
事
務
所
▽
会
津
若
松
‖

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
▽
南
会

津
‖
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

▽
い
わ
き
‖
市
保
健
所
▽
南
相

馬
‖
相
双
保
健
福
祉
事
務
所

（
相
双
の
み
土
、
日
曜
、
祝
日

も
可
能
）

変
更
の
場
合
あ
り

▼
聴
覚
障
害
者
や
手
話
通
訳

者
ら
へ
の
義
援
金
‖
全
日
本
ろ

う
あ
連
盟
な
ど
で
組
織
す
る

「
東
日
本
大
震
災
聴
覚
障
害
者

救
援
中
央
本
部
」
は
、
集
め
た

義
援
金
の
配
分
先
を
募
集
し
て

い
る
。

震
災
で
被
災
し
た
聴
覚
障
害

者
や
手
話
通
訳
者
な
ど
が
対

。
本
人
や

族
が
亡
く
な
っ

た
場
合
や
建
物
全
壊
に
５
万

円
、
罹
災
（
り
さ
い
）
証
明
を

交
付
さ
れ
た
人
に
は
１
万
円
を

支
給
す
る
予
定
。

申
請
は
１
月

日
ま
で
。
申

請
書
は
同
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

必
要
書
類
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

は
同
本
部
義
援
金
配
分
委
員
会

☎
０
３
（
３
２
６
８
）
８
８
４

７

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
（
ａ
ｕ
）
な
ど
携
帯

電
話
事
業
の
各
社
は
、
音
声
通
話
が
制
限
さ
れ
る
大

規
模
災
害
時
で
も
、
デ
ー
タ
通
信
の
仕
組
み
を
利
用

し
て
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
安
否
を
伝
え
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
で
連
携
す
る
。

「
災
害
用
音
声
お
届
け

サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
統
一

名
称
で
各
社
が
取
り
組

み
、
異
な
る
携
帯
事
業
者

の
端
末
間
で
も
連
絡
が
と

れ
る
よ
う
に
す
る
。

音
声
通
話
は
通
話
ご
と

に
回
線
を
占
有
し
、
大
災

害
が
起
き
た
場
合
、
混
雑

で
つ
な
が
り
に
く
く
な

る
。
デ
ー
タ
通
信
は
時
間

が
か
か
っ
て
も
小
分
け
に

し
た
デ
ー
タ
を
回
線
の
空

き
を
使
っ
て
届
け
る
な
ど

比
較
的
つ
な
が
り
や
す

い
。
今
回
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
端
末

に
吹
き
込
む
と
デ
ー
タ
に

変
換
し
た
「
音
声
フ
ァ
イ

ル

に
し
て
送
信

相
手
は

サ
ー
バ
ー
に
蓄
積
さ
れ
た

フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
音
声
を
再
生
す
る
。

当
初
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
多
機
能
携
帯
電
話
）

向
け
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
専

用
ア
プ
リ
（
ソ
フ
ト
）
を

提
供
し
、
大
災
害
時
に
使

え
る
よ
う
に
す
る
。
ド
コ

モ
は
三
月
末
ま
で
に
開
始

し
、
ａ
ｕ
は
春
以
降
に
始

め
る
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ

バ
イ
ル
と
イ
ー
・
ア
ク
セ

ス
（
イ
ー
・
モ
バ
イ
ル
）

は「
開
始
時
期
は
未
定
」。

県

風
で
土
ぼ
こ
り
混
入

放
射
性
物
質
の
降
下
量
測
定

福
島
で
２
日
に
高
数
値

雨
や
風
に
よ
る
放
射
性

物
質
の
降
下
量
を
測
る
た

め
県
が
福
島
市
方
木
田
の

県
原
子
力
セ
ン
タ
ー
福
島

支
所
で
行
っ
て
い
る
定
時

降
下
物
環
境
放
射
能
測
定

で
、
今
月
二
日
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
が
一
平
方
㍍
当

た
り
四
三
二

と
比
較
的

高
い
数
値
を
記
録
し
て
い

た
こ
と
が
七
日
ま
で
に
分

か
っ
た
。
た
だ
、
周
囲
の

空
間
線
量
率
な
ど
に
変
化

は
な
く

県
は

風
で
舞
い

上
が
っ
た
土
ぼ
こ
り
が
測

定
容
器
に
混
入
し
、
数
値

が
上
が
っ
た
可
能
性
が
高

い
」と
の
見
解
を
示
し
た
。

県
は
県
原
子
力
セ
ン
タ

ー
福
島
支
所
の
二
階
の
屋

上
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

を
固
定
し
、
毎
日
二
十
四

時
間
分
の
降
下
物
を
測
定

し
て
い
る
。
四
三
二

が

検
出
さ
れ
た
際
の
容
器
内

に
は
目
視
で
確
認
で
き
る

土
の
粒
子
が
あ
っ
た
と
い

う
。
ま
た
当
時
の
風
向
き

は
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
か
ら
の
風
と
は
逆
方
向

の
西
北
西
の
風
だ
っ
た
。

最
大
値
は
五
月
に
検
出

さ
れ
た
五
六
〇

で
、
最

近
は
数
十

程
度
で
推

移
。
三
日
以
降
も
数
十

に
戻
っ
て
い
る
。

東
電
福
島
地
域
支
援
室

は
、
二
日
の
福
島
第
一
原

発
周
辺
の
空
間
線
量
率
、

ダ
ス
ト
サ
ン
プ
リ
ン
グ
結

果
と
も
通
常
と
変
化
は
な

か
っ
た
と
し
て
い
る
。

基
準
超
セ
シ
ウ
ム
検
出

県
が
発
表

出
荷
自
粛
要
請

いわきの
ユ ズ県

は
七
日
、
い
わ
き
市

の
ユ
ズ
か
ら
食
品
衛
生
法

の
暫
定
基
準
値
（
一
㌔
当

た
り
五
〇
〇

）
を
超
え

る
九
三
〇

の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
と

発
表
し
た
。
県
は
同
日
、

い
わ
き
市
に
出
荷
自
粛
を

要
請
し
た
。
出
荷
自
粛
は

福
島
、
南
相
馬
、
伊
達
、

桑
折
に
続
き
五
市
町
目
。

い
わ
き
市
が
六
日
に
行

っ
た
検
査
で
、
同
市
平
地

区
の
出
荷
前
の
ユ
ズ
か

ら
、
一
㌔
当
た
り
四
五
四

の
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ

れ
た
た
め
、
県
に
詳
細
な

調
査
を
依
頼
し
て
い
た
。

い
わ
き
市
は
四
〇
〇

を
超
え
た
場
合
、
県
に
調

査
を
依
頼
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
市
は
六
日
に
市

内
産
の
ユ
ズ
の
出
荷
自
粛

を
生
産
者
や
直
売
所
な
ど

に
要
請
し
て
い
る
。

福
岡

駐
輪
場
検
索
の
実
証
実
験

「連合会館」に

名称が変わる東

京・神田駿河台

の「総評会館」

総
評
会
館

名
前
消
え
る
東京

日
本
の
労
働
・
社
会
運

動
の
拠
点
と
な
っ
て
き
た

東
京
・
神
田
駿
河
台
の

「
総
評
会
館
」
の
名
称
が

六
月
、
「
連
合
会
館
」
に

変
わ
る
。

総
評
（
日
本
労
働
組
合

総
評
議
会
）
が
労
働
運
動

の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て

い
た
こ
ろ
を
知
る
Ｏ
Ｂ
か

ら
は
「

徴
だ
っ
た
名
前

が
消
え
る
の
は
寂
し
い
」

と
惜
し
む
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

エ
コ
ブ
ー
ム
で
自
転
車

の
利
用
者
が
増
え
る
一
方

で
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

放
置
自
転
車
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
多
機
能
携
帯
電

話
）
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
で
解
消
し
よ
う

と
い
う
試
み
が
、
福
岡
市

内
で
行
わ
れ
て
い
る
。
駐

輪
場
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

地
図
上
で
検
索
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
利
用
者
が
空

き
状
況
を
投
稿
し
情
報
を

共
有
、
放
置
自
転
車
を
減

ら
す
の
が
狙
い
と
い
う
。

こ
の
ア
プ
リ
の
名
前
は

「
駐
輪
れ
ぽ
」
。
開
発
し

た
地
図
検
索
大
手
ナ
ビ
タ

イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
（
東
京
）

は
、
今
年
度
末
ま
で
約
四

カ
月
間
効
果
を
検
証
し
た

上
で
、
他
の
地
域
で
の
展

開
な
ど
も
検
討
し
た
い
と

し
て
い
る
。

同
ア
プ
リ
は
福
岡
市
中

心
部
の
駐
輪
場
約
百
カ
所

に
つ
い
て
、
利
用
時
間
や

収
容
台
数
な
ど
の
情
報
を

掲
載
。
利
用
者
は
駐
輪
場

の
検
索
が
可
能
な
ほ
か
、

混
雑
状
況
に
つ
い
て

空

車
・
混
雑
・
満
車

の
三
段

階
で
投
稿
が
で
き
る
。
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
を
基
本
ソ
フ

ト

Ｏ
Ｓ

と
す
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
用
で
、
無
料
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
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